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長崎県での地域巡回型糖尿病療養指導士育成セミナー参加者の意識調査. 長崎医学会雑誌 97(1): 22-30, 2022.

古林 正和,有森 春香,鎌田 昭江,阿比留 教生,三輪 昌輝,森本 心平,前田 真由美,小川 さやか,夏田 昌子,西野 友哉：COVID-19
感染拡大に伴う自粛前後での大学生の体重増加と生活因子の検討. CAMPUS HEALTH 59(1): 95-97, 2022.

XIAO X,Mizukami S,Arima K,Morikawa K,Motoi M,Iwamoto N,Tomita Y,Uchiyama M,Honda Y,Tanaka N,Goto H,Hasegawa 
M,Sou Y,Tsujimoto R,Nishimura T,Kawashiri SY,Tamai M,Yamanashi H,Abe Y,Origuchi T,Nagata Y,Kawakami A,Maeda 
T,Aoyagi K：地域在住の成人における肥満および骨の健康状態とFTO遺伝子型との関連:骨の健康に関する五島列島研
究. Acta Medica Nagasakiensia 65(3): 77-87, 2022.
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Ito S, Ishikawa H, Fukuchi T, Tsuboi H, Matsumoto I, Kawakami A：シェーグレン症候群診断時のローズベンガル試験につ
いて(Is the Rose Bengal test no longer recommended for the diagnosis of Sjögren's syndrome?). 臨床リウマチ 34(4): 265-
267, 2022.

川上純：成人発症スチル病の新しい治療への期待. 膠原 207: 5-7, 2022.

辻 良香,玉井 慎美,川上 純：RA発症前の病態解析の進歩 環境要因からの解析. 臨床リウマチ 34(1): 44-50, 2022.

川尻 真也,川上 純：リウマチ性疾患のAI診療はどこまで進んだか?. 九州リウマチ 42(2): 53-59, 2022.

野中 文陽,川尻 真也,川上 純：【ここまで進んだ仮想空間技術の医療応用】医療におけるバーチャルの到達点と可能性 
Mixed Reality技術を応用した次世代オンライン遠隔医療システムが可能とするもの. 新医療 49(8): 52-55, 2022.

川上 純：飛躍的に進歩した薬物療法 関節リウマチ. 健康日本 653: 8-11, 2022.

宮田 潤, 川上 純, 前田隆浩：遠隔医療支援システムの構想～離島・へき地に医療を届ける仕組みづくり～. 月刊J-LIS 
9(4): 21-25, 2022.

福井翔一,川上純：大きく変わった?ステロイドの使い方 ステロイドの副作用対策のポイント 骨粗鬆症. 月刊臨床と研究 
99(10): 1234-1239, 2022.

清水俊匡, 川上 純：【シェーグレン症候群-診断・治療の最新動向-】シェーグレン症候群の診療ガイドライン2017と改
訂案. 日本臨牀 80(10): 1680-1687, 2022.

上田 真由, 堀江 一郎, 今泉 美彩：【甲状腺疾患アップデート:明日から役立つ最新知見】Basedow病治療の新たな展開　
Basedow病131I内用療法. 診断と治療 111(5): 617-621, 2022.

川上 純：全身性エリテマトーデスとシェーグレン症候群. 健康日本 654: 8-11, 2022.

古賀智裕, 一瀬邦弘, 川上 純：SLEにおける組織常在細胞と臓器障害. リウマチ科 68(3): 379-384, 2022.

古賀智裕, 平田信太郎：成人にみられる周期性発熱症候群の鑑別診断について【遺伝性と非遺伝性の鑑別を行い遺伝性
では家族性地中海熱の頻度が高い】. 日本医事新報 5121: 50-444, 2022.

川尻 真也,川上 純：乾癬性関節炎における画像診断の人工知能（AI）の適用. 日本脊椎関節炎学会誌 9(2): 99-103, 2022.

野中 文陽,川尻 真也,延末 謙一,永田 康浩,前田 隆浩,川上 純：専門医過疎の解決を目指す次世代の関節リウマチ専門遠隔
医療. ファルマシア 58(5): 440-444, 2022.

住吉 玲美,古賀 智裕,川上 純：関節リウマチの鑑別診断(No.17) スチル病. 炎症と免疫 30(2): 176-178, 2022.

堀江一郎, 阿比留教生：【1型糖尿病-診療と研究の最前線】病態研究　1型糖尿病とグルカゴン分泌調節異常. 医学のあ
ゆみ 281(6): 717-722, 2022.

川上 純：RA発症前の病態解析-オーバービュー. 臨床リウマチ 34(1): 34-37, 2022.

川上 純：早期発見で予後は改善 関節リウマチ. 健康日本 652: 8-11, 2022.

堀江 一郎：【内分泌疾患と糖尿病】甲状腺疾患と糖尿病. 糖尿病 65(7): 354-356, 2022.

梅田 雅孝：ADAM9はTGF-β1の活性化を介してTh17細胞分化と自己免疫病態を促進する. 臨床免疫・アレルギー科 
78(1): 79-84, 2022.

岡本百々子, 一瀬邦弘, 川上 純：日本人ループス腎炎の生命予後と再燃について. リウマチ科 67(6): 721-728, 2022.

川㞍真也, 野中文陽：【がんに対する新しい治療法と未来型医療】未来型医療の展望　AIを活用した医療の動向　
Mixed Realityと人工知能の活用による次世代遠隔医療システム. 腫瘍内科 29(5): 603-606, 2022.

川尻 真也,川上 純：【最新関節リウマチ学(第2版)-寛解・治癒を目指した研究と最新治療-】特論 AIを用いた関節リウマ
チ医療. 日本臨床 80(増刊4 最新関節リウマチ学): 649-655, 2022.

一瀬 邦弘,川上 純：【皮膚科医が学ぶ睡眠医学-皮膚科診療に活かそう!】(Part2.)皮膚疾患における睡眠を考えよう(case 
7) 自己免疫疾患と睡眠(関節リウマチ、SLEなど). Visual Dermatology 21(3): 278-280, 2022.

川㞍 真也, 野中 文陽：Mixed Realityと人工知能の活用による次世代関節リウマチ遠隔医療システム『NURAS』の実際. 
月刊「光アライアンス」 :  2022.

川㞍 真也：関節エコーを用いたRS3PE症候群と高齢発症関節リウマチの鑑別. リウマチ科 67(2): 210-215, 2022.
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岩本 直樹,川上 純：Ⅱ. 治療につながる診断力 5．鑑別診断. 関節リウマチ治療実践バイブル(改訂第2版), 南江堂 : 46-50, 
2022.

川㞍 真也：Ⅱ. 治療につながる診断力 7. 関節リウマチの画像診断と評価法 D. MRI. 関節リウマチ治療実践バイブル(改訂
第2版), 南江堂 : 76-80, 2022.

住吉 玲美, 古賀 智裕, 川上 純：スチル病. 関節リウマチの鑑別診断 : 57-59, 2022.

川上 純：IgG4関連疾患. 今日の治療指針2023, 医学書院 : 881-883, 2022.

荒牧 俊幸，荒木 健志，梅津 彩香，高谷 亜由子，岩本 直樹，一瀬 邦弘，寺田 馨，江口 勝美，植木 幸孝，川上 純：関
節リウマチに対するサリルマブの継続率に関与する因子の検討. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 63rd: 80, 2022.

梅津 彩香，荒木 健志，高谷 亜由子，岩本 直樹，荒牧 俊幸，一瀬 邦弘，寺田 馨，江口 勝美，植木 幸孝：当院におけ
るペフィシチニブを導入した関節リウマチ患者の臨床経過についての検討. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 63rd: 
81, 2022.

荒木 健志，梅津 彩香，高谷 亜由子，荒牧 俊幸，岩本 直樹，一瀬 邦弘，寺田 馨，江口 勝美，植木 幸孝，川上 純：関
節リウマチ患者におけるニューモシスチス肺炎の重症化リスク因子についての検討. 九州リウマチ学会プログラム抄録
集 63rd: 83, 2022.

小島 加奈子，一瀬 邦弘，溝上 明成，藤川 敬太，松岡 直樹，宮下 賜一郎，岡田 覚丈，中島 好一，岩永 希，寶來 吉
朗，古山 雅子，荒牧 俊幸，梅田 雅孝，川上 純：全身性エリテマトーデス(SLE)の罹病期間によるべリムマブの治療反
応性の検討. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 63rd: 84, 2022.

寳來 吉朗，大塚 瑞奈，川原 知瑛子，岩永 希，山﨑 悠介，渡部 太郎，安井 順一，最勝寺 佑介，鳥巣 裕一，森 隆浩，
森 英毅，和泉 泰衛，川上 純：リウマチ性多発筋通症の病態に対する性別と既存糖尿病の関与についての臨床的検討. 
九州リウマチ学会プログラム抄録集 63rd: 85, 2022.

古賀 智裕,住吉 玲美,川上 純：第1章キャッスルマン病. キャッスルマン病の病因・病態. キャッスルマン病,TAFRO症候
群, フジメディカル出版 : 13-19, 2022.

古賀 智裕,住吉 玲美,川上 純：第3章その他. キャッスルマン病およびTAFRO症候群の病因・病態探索に向けた試み. 
キャッスルマン病,TAFRO症候群, フジメディカル出版 : 212-216, 2022.

川上 純：脊椎関節炎. 今日の治療指針 2022年版[ポケット判](私はこう治療している), 医学書院 : 901-903, 2022.

川上 純，渥美 達也，右田 清志，坪井 洋人，金子 祐子，桐野 洋平，花岡 英紀，小川 法良, 近藤 猛, 橋本 求, 山村 昌弘,
宮村 知也, 古賀 智裕, 山本 弘史, 細萱 直希, 森本 心平, 住吉 玲美：日本医療研究開発機構 難治性疾患実用化研究事業 希
少難治性疾患に対する画期的な医薬品の実用化に関する研究分野「成人発症スチル病(AOSD)に対する5-アミノレブリ
ン酸塩酸塩/クエン酸第一鉄ナトリウム(5-ALA HCL/SFC)投与の医師主導治験」. 令和3年度JSN公的研究班研究成果合同
発表会プログラム・抄録集 : 76-78, 2022.

仲瀬 裕志，井澤 和司，古賀 智裕，八角 高裕：EFV関連疾患～Cutting edge セミナー. 日本免疫不全・自己炎症学会雑
誌 :  2022.

岩本 直樹，中島 好一，鈴木 貴久，寶來 吉朗，藤川 敬太，荒牧 俊幸，岩永 希，溝上 明成，植木 幸孝，川上 純：進行
性線維化を伴う間質性肺疾患(PF-ILD）に対するニンテダニブ導入症例の特徴およびその安全性の解析. 九州リウマチ 
42(2): S35, 2022.

古賀 智裕，來留島 章太，古川 かおり，辻 良香，川尻 真也，岩本 直樹，一瀬 邦弘，川上 純：当院における家族性地中
海熱に対する遺伝子検査体制と移行期医療の取り組み. 九州リウマチ 42(2): S47, 2022.

橋本 邦生，大西 愛，大園 恵梨子，佐々木 理代，森内 浩幸，住吉 玲美，一瀬 邦弘，北山 素：小児膠原病外来から成人
科へ管理に移行した症例とその問題点についての検討. 九州リウマチ 42(2): S47, 2022.

鎌田 昭江：栄養相談にコーチングを取り入れてこころに栄養を. 日本病態栄養学会誌 :  2022.

林田 稔也, 古藤 世梨奈，來留島 章太，辻 良香，古賀 智裕，梅田 雅孝，中根 俊成，川上 純：メンデルソン症候群を呈
し自己免疫性自律神経節障害の関与が疑われた全身性強皮症の1例. 日本内科学会九州地方会 336回: 60, 2022.

阪口立樹,岩本直樹,道辻徹,清水俊匡,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,一瀬邦弘,井川敬,折口智樹,川上純：全身性エ
リテマトーデスの治療経過途中に発症した肝臓脾臓型ネコひっかき病の一例. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 
63rd: 90, 2022.

井川敬,一瀬邦弘,池田聡司,岡田覚丈,阪口立樹,道辻徹,岡本百々子,清水俊匡,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,岩本直
樹,玉井慎美,折口智樹,折口智樹,川上純：診断から6年経過したMCTD-PAHに免疫抑制療法と3剤併用療法が奏功した症
例. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 63rd: 95, 2022.
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中西 優市郎，木田 節，大村 知史，中込 大樹，安倍 能之，角谷 昌俊，滝澤 直歩，野村 篤史，茎田 祐司，山野 泰彦，
柳田 拓也，遠藤 功二，平田 信太郎，松井 聖，武内 徹，一瀬 邦弘，加藤 将，柳井 亮，松尾 祐介，下島 恭弘，西岡 
亮，山崎 章，森山 繭子，髙谷 亜由子，宮脇 義亜，猪原 登志子，矢嶋 宣幸，川口 崇，川人 豊：ANCA関連血管炎患者

の尿所見改善パターンの実態調査：J-CANVASレジストリを用いた潜在軌跡モデリング. 日本リウマチ学会総会・学術

集会プログラム・抄録集 66回: 403, 2022.

松尾 巴瑠奈,古賀 智裕,井手 裕之,阪口 立樹,古藤 世梨奈,小島 加奈子,來留島 章太,道辻 徹,西畑 伸哉,辻 良香,清水 俊匡,梅
田 雅孝,住吉 玲美,井川 敬,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,折口 智樹,川上 純：多発性筋炎・皮膚筋炎の肺病変 
バリシチニブとニンテタニブを含めた集学的治療により救命しえた抗MDA5抗体陽性急速進行性間質性肺炎の1例. 日本
リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 409, 2022.

藤川 敬太，岡本 百々子，辻 創介，古賀 智裕，岩永 希，溝上 明成，川上 純：多彩な自己免疫/自己炎症性疾患を合併
したiMCD-TAFRO症候群の再熱例. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 63rd: 95, 2022.

具志堅弘樹,松尾巴瑠奈,五反田幸一郎,有森春香,赤澤諭,阪口立樹,岩本直樹,道辻徹,住吉玲美,梅田雅孝,一瀬邦弘,川尻真也,
古賀智裕,井川敬,折口智樹,川上純：IgG4関連疾患に1型糖尿病を合併した1例. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 
63rd: 95, 2022.

佐藤 智仁，藤川 敬太，岡本 百々子，辻 創介，溝上 明成，川上 純：抗Mi-2抗体陽性皮膚筋炎の臨床的特徴. 九州リウ
マチ学会プログラム抄録集 63rd: 98, 2022.

岩村 成蕗，荒木 健志，梅津 彩香，高谷 亜由子，荒牧 俊幸，岩本 直樹，一瀬 邦弘，寺田 馨，江口 勝美，植木 幸孝，
川上 純：ネフローゼ症候群で発症し腎生検にて微小変化型であったループス腎炎の2症例. 九州リウマチ学会プログラ
ム抄録集 63rd: 98, 2022.

川上瑛子,中島好一,住吉玲美,長岡篤志,岡田覚丈,福島直美,川上純：脳梗塞と鑑別を要したPML発症のSLE患者の一例. 九
州リウマチ学会プログラム抄録集 63rd: 99, 2022.

辻 良香,玉井 慎美,古賀 智裕,野中 文陽,川尻 真也,藤井 博,川野 充弘,前田 隆浩,川上 純：Nagasaki Island Study(NaIS)にお
ける健診受診者の血清IgG4値における性別と喫煙の影響. 日本内科学会雑誌 111(Suppl.1): 186, 2022.

川原 知瑛子,川尻 真也,道辻 徹,遠藤 友志郎,西野 文子,住吉 玲美,清水 俊匡,古賀 智裕,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,折口 
智樹,川上 純：安全性・その他 九州地区多施設共同超音波コホート研究(KUDOS)を用いた高齢者関節リウマチの解析. 
日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 329, 2022.

松本 和也，宮脇 義亜，志田原 健太，縄稚 翔一，浅野 洋介，片山　 祐，大橋 敬司，勝山 恵理，勝山 隆行，樽崎 真理
子，松本 佳則，佐田 憲映，柳井 亮，矢嶋 宣幸，髙谷 亜由子，一瀬 邦弘，和田 淳：SLE患者の健康関連QOL指標の解

釈を可能にする最小重要差の検討：前向きコホート研究から登録時記述免疫学. 日本リウマチ学会総会・学術集会プロ

グラム・抄録集 66回: 367, 2022.

高谷 亜由子,一瀬 邦弘,荒木 健志,梅津 彩香,荒牧 俊幸,寺田 馨,江口 勝美,佐田 憲映,吉見 竜介,大野 滋,矢嶋 宣幸,梶山 浩,佐
藤 秀三,下島 恭弘,藤原 道雄,大西 輝,木田 節,宮脇 義亜,松尾 祐介,植木 幸孝,川上 純：SLEにおける疾患活動性とQOL 主治
医の性別によるSLE患者のQOL・診療満足度 LUNAレジストリによる実態調査. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログ

ラム・抄録集 66回: 367, 2022.

木田 節，大村 知史，中込 大樹，安倍 能之，角谷 昌俊，滝澤 直歩，野村 篤史，茎田 祐司，山野 泰彦，柳田 拓也，遠
藤 功二，平田 信太郎，松井 聖，武内 徹，一瀬 邦弘，加藤 将，柳井 亮，松尾 祐介，下島 恭弘，西岡 亮，山崎　 章，
森山 繭子，髙谷 亜由子，宮脇 義亜，猪原 登志子，矢嶋 宣幸，川口 崇，川人 豊.：ANCA関連血管炎の多施設共同レジ

ストリーJ-CANVASの構築とこれを用いた経時比較・国際比較研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄

録集 66回: 402, 2022.

大村 知史，木田 節，中込 大樹，安倍 能之，角谷 昌俊，滝澤 直歩，野村 篤史，茎田 祐司，山野 泰彦，柳田 拓也，遠
藤 功二，平田 信太郎，松井 聖，武内 徹，一瀬 邦弘，加藤 将，柳井 亮，松尾 祐介，下島 恭弘，西岡 亮，山崎 　章，
森山 繭子，髙谷 亜由子，宮脇 義亜，猪原 登志子，矢嶋 宣幸，川口 崇，川人 豊：ANCA関連血管炎の寛解導入療法に

おけるステロイドパルス療法の有効性・安全性：J-CANVASレジストリを用いた傾向スコアマッチング. 日本リウマチ
学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 403, 2022.

中込 大樹，小林 義照，花井 俊一朗，木田 節，大村 知史，安倍 能之，角谷 昌俊，滝澤 直歩，野村 篤史，茎田 祐司，
山野 泰彦，柳田 拓也，遠藤 功二，平田 信太郎，松井 聖，武内 徹，一瀬 邦弘，加藤 将，柳井 亮，松尾 祐介，下島 恭
弘，西岡 亮，山崎 章，森山 繭子，髙谷 亜由子，宮脇 義亜，猪原 登志子，矢嶋 宣幸，川口 崇，川人 豊：ANCA関連血

管炎の東日本における診療実態－J-CANVAS(Japan Collaborative registry of ANca-associated VASculitis)－より. 日本リ
ウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 403, 2022.

大村 知史，角谷 昌俊，中込 大樹，安倍 能之，滝澤 直歩，野村 篤史，茎田 祐司，山野 泰彦，柳田 拓也，遠藤 功二，
平田 信太郎，松井 聖，武内 徹，一瀬 邦弘，加藤 将，柳井 亮，松尾 祐介，下島 恭弘，西岡 亮，山崎 章，森山 繭子，
髙谷 亜由子，宮脇 義亜，猪原 登志子，木田 節，矢嶋 宣幸，川口 崇，川人 豊，福田 亙：ANCA関連血管炎(AAV)にお
いて寛解導入期の低lgG血症は重症感染症発生に関連する：J-CANVASレジストリデータを用いた過去起点コホート研

究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 403, 2022.
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内田 智久,一瀬 邦弘,小島 加奈子,北村 峰昭,岡本 百々子,西野 友哉,川上 純：ANCA関連血管炎:コホート研究・ケースシ

リーズ 日本人ANCA関連血管炎(AAV)におけるrenal risk scoreによる腎予後予測ツールとしての評価. 日本リウマチ学会
総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 415, 2022.

古藤 世梨奈,一瀬 邦弘,清水 俊匡,井川 敬,佐田 憲映,吉見 竜介,大野 滋,矢嶋 宣幸,梶山 浩,佐藤 秀三,下島 恭弘,藤原 道雄,大
西 輝,木田 節,宮脇 義亜,松尾 祐介,梅田 雅孝,住吉 玲美,古賀 智裕,岩本 直樹,玉井 慎美,折口 智樹,川上 純：SLEの血清学的

指標と病態 全身性エリテマトーデス(SLE)患者における抗RNP抗体と早産歴の関連 LUNAレジストリを用いた横断研究. 
日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 421, 2022.

麹谷 典子，杉山 裕美子，吉見 竜介，國下 洋輔，吉岡 裕二，秀川　 智春，櫻井 菜月，岸本 大河，前田 彩花，平原 理
紗，小宮 孝章，副島 裕太郎，濱田 直樹，永井 秀人，土田 奈緒，峯岸 薫，桐野 洋平，矢嶋 宣幸，佐田 憲映，宮脇 義
亜，一瀬 邦弘，大野 滋，梶山 浩，佐藤 秀三，下島 恭弘，藤原 道雄，長岡 章平，中島 秀明：SLE患者における低補体

血症と感染症合併の関連について-LUNAレジストリを用いた観察研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・

抄録集 66回: 421, 2022.

梶山 浩，矢嶋 宣幸，宮脇 義亜，一瀬 邦弘，吉見 竜介，大野 滋，佐藤 秀三，下島 恭弘，藤原 道雄，佐田 憲映，大西 
輝，木田 節，松尾 祐介，江本 恭平，酒井 左近，岡元 啓太，松田 真弓，矢澤 宏晃，柳澤 麻依子，丸山 崇，和田 琢，
吉田 佳弘，横田 和浩，荒木 靖人，舟久保 ゆう，秋山 雄次，三村 俊英：SLE患者におけるヒドロキシクロロキン内服

と3年間の腎機能変化との関連 -LUNAレジストリを用いたコホート観察研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログ

ラム・抄録集 66回: 422, 2022.

荒牧 俊幸，荒木 健志，梅津 彩香，髙谷 亜由子，岩本 直樹，一瀬　 邦弘，寺田 馨，江口 勝美，植木 幸孝，川上 純：
関節リウマチに対する2剤目のb/ts-DMARDの治療継続率に関与する因子の検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プロ

グラム・抄録集 66回: 453, 2022.

有森 春香，鎌田 昭江，三輪 昌輝，山本 広美，森本 心平，古林 正和，阿比留 教生：COVID-19感染拡大に伴う自粛後
の大学生の短期的および中期的な体重変化と生活状況関連因子の関連についての検討. 糖尿病 65(Suppl.1): S, 2022.

阿比留 教生，東海林 真吾，小坂井 吉憲，浅川 恵子，六田 光洋：
SGLT2阻害剤を新規処方された1型糖尿病患者の臨床的特徴:国内大規模レセプトデータベースを用いた研究. 糖尿病 
65(Suppl.1): S, 2022.

堀江 一郎：
臨床・基礎におけるグルカゴン研究の進歩　様々な病態におけるグルカゴン分泌反応. 糖尿病 65(Suppl.1): S, 2022.

重野 里代子,堀江 一郎,中嶋 遥美,池岡 俊幸,赤澤 諭,宇佐 俊郎,阿比留 教生,川上 純：2型糖尿病患者と健常者における
HRpQCTを用いた骨微細構造の比較検討. 糖尿病 65(Suppl.1): S, 2022.

髙谷 亜由子，荒木 健志，梅津 彩香，岩本 直樹，荒牧 俊幸，一瀬　 邦弘，寺田 馨，江口 勝美，植木 幸孝，川上 純：
関節リウマチ患者におけるb/ts-DMARDs休薬後の再燃因子の検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録

集 66回: 453, 2022.

本田 文香，坪井 洋人，東光 裕史，安部 沙織，髙橋 広行，田中　 良哉，中村 英樹，川上 純，渥美 達也，川野 充弘，
金子 祐子，竹内 勤，武井 正美，田村 直人，髙崎 芳成，三村 俊英，三森 経世，大島 至郎，佐野 統，西山 進，松本 
功，住田 孝之：関節リウマチ合併二次性シェーグレン症候群に対するアバタ

セプトの有用性 ;オープンラベル多施設共同前向き観察研究

(Rheumatoid Arthritis with Orencia trial toward Sjögren’s syndrome Endocrinopathy (ROSE)，ROSEⅡ試験. 日本リウマチ
学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 483, 2022.

岩本 直樹,大山 要,植木 幸孝,道辻 徹,古賀 智裕,川尻 真也,井川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,折口 智樹,川上 純：強皮症・
MCTD・重複症候群 免疫複合体解析法にて明らかとなった全身性強皮症におけるMediator of RNA polymerase II 
transcription subunit 30(MED30)の役割. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 485, 2022.

Sumiyoshi R,Koga T,Koto S，Kurushima S，Tsuji Y，Michitsuji T，Umeda M，Kawakami A：Identification of pathways 
that discriminate between TAFRO type and NOS type in idiopathic multicentric Castleman,s disease. 日本リウマチ学会総

会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 499, 2022.

Kurushima S，Koga T，Iwamoto N，Mukae H，Ueki Y，Kawakami A：Identification of prognostic factors for the 
progression of interstitial lung disease in rheumatoid arthritis. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66
回: 508, 2022.

Hidekawa C，Yoshimi R，Kojitani N，Yoshioka Y，Sakurai N，Sugiyama Kawahara Y，Kunishita Y，Kishimoto D，
Mizuno H，Higashitani K，Sato Y，Nagai H，Hamada N，Maeda A，Tsutida N，Hirahara L，Soejima Y，Kaoru Takase-
minegishi，Kirino Y，Yajima N，Sada K，Miyawaki Y， Ichinose K，Ohno S，Kajiyama H，Sato S，Shimojima Y，
Fujiwara M，Nakajima H：The effect of hydroxychloroquine on infectious diseases in patients with systemic lupus 
erythematosus: a preliminary retrospective cohort study from the LUNA registry. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログ

ラム・抄録集 66回: 517, 2022.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.251 2.545 0.946 2.409

総計

0 0 14 14 3 17 110

B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b

学会

合計 総計

2022 56 0 0 0 0 5356 6 27 7 0 127 167

A-c

144

223

論文数一覧

A-a A-b A-e SCI合計 B-a

2022

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

359.500

130

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

16.341 6.783

B-a B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b

学会

合計

2022

2022

古賀 智裕,來留島 章太,辻 良香,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,川上 純：当院における家族性地中海熱に対する
遺伝子検査体制と移行期医療の取り組み. 九州リウマチ 42(2): S47, 2022.

玉井 慎美,野中 文陽,川尻 真也,有馬 和彦,青柳 潔,前田 隆浩,川上 純：欧州リウマチ学会スコアによる関節リウマチ発症

の予測 Nagasaki Island Study(NaIS). Journal of Epidemiology 32(Suppl.1): 172, 2022.

鎌田 昭江：成人肥満症患者への療養指導. 糖尿病 66(5): 379-380, 2022.

溝田 記子, 古谷 順也, 廣佐古 裕子, 藤田 伊代, 高島 美和, 本郷 涼子, 金高 賢悟, 江口 晋, 堀江 一郎：高度肥満症に対するス
リーブ状胃切除後のたんぱく質摂取量と骨格筋との関係. 糖尿病 66(5): 400-401, 2022.

重野 里代子, 堀江 一郎, 中嶋 遥美, 池岡 俊幸, 赤澤 諭, 鎌田 昭江, 川上 純：日本人２型糖尿病患者におけるHRｐQCTを用
いた骨微細構造の検討. 糖尿病 66(5): 406, 2022.

五反田 幸一郎, 鎌田 昭江, 酒匂 あやか, 三谷 紗貴, 錦戸 慎平, 池岡 俊幸, 阿比留 教生, 堀江 一郎, 川上 純：両側尿管ステン

ト留置後のSGLT2阻害薬再開後に尿路感染症を発症した2型糖尿病の1例. 糖尿病 66(5): 415-416, 2022.

中村 祐太, 堀江 一郎, 重野 里代子, 原口 愛, 阿比留 教生, 川上 純：ミトコンドリア糖尿病に対する５-アミノレブリン酸
の耐糖能改善効果のパイロット研究. 糖尿病 66(5): 422, 2022.

五反田 幸一郎,有森 春香,重野 里代子,中嶋 遥美,池岡 俊幸,赤澤 諭,堀江 一郎,鎌田 昭江,阿比留 教生,岡野 慎士,川上 純：
IgG4関連自己免疫性膵炎が合併し急激な血糖上昇を認めた高齢1型糖尿病の1例. 糖尿病 65(Suppl.1): S, 2022.

錦戸 慎平，赤澤 諭，二里 哲朗，三輪 昌輝，阿比留 教生：IRF4遺伝子ハプロ不全は膵島抗原特異的な細胞障害性T細胞
を介して自己免疫性糖尿病自然発症を完全に抑制する. 糖尿病 65(Suppl.1): S, 2022.

二里 哲朗，井上 信一，錦戸 慎平，赤澤 諭，三輪 昌輝，古林 正和，由井 克之，川上 純，阿比留 教生：
転写因子IRF4の抗原特異的CD4+T細胞と自然免疫系細胞を介した糖尿病進展に与える影響の検討. 糖尿病 65(Suppl.1): 
S, 2022.

三谷 紗貴, 五反田 幸一郎, 錦 戸慎平, 池岡 俊幸, 堀江 一郎, 川上 純：ハイブリッドクローズドループシステム導入により

周術期血糖管理を行った１型糖尿病. 糖尿病 66(5): 447, 2022.

重野 里代子, 堀江 一郎：妊娠糖尿病既往女性において、産褥期のインスリンとグルカゴンのbi-hormonal障害が産後1年
の耐糖能障害に関与する. 糖尿病と妊娠 22(3): S64-S65, 2022.

岩本 直樹,中島 好一,鈴木 貴久,岡田 覚丈,寳來 吉朗,藤川 敬太,古賀 智裕,川尻 真也,荒牧 俊幸,岩永 希,一瀬 邦弘,玉井 慎美,
溝上 明成,折口 智樹,植木 幸孝,川上 純：進行性線維化を伴う間質性肺疾患(PF-ILD)に対するニンテダニブ導入症例の特
徴およびその安全性の解析. 九州リウマチ 42(2): S35, 2022.


